


①
本
県
農
林
水
産
業
の
持
続
的
発
展
を
目
指
す
に

は
、
若
者
を
は
じ
め
、
誰
も
が
希
望
を
持
っ
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
所
得
を
確
保
す
る
こ
と

が

と
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
次
期
青
森
基
本

計
画
案
で
は
、
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
販
売
戦
略

の
展
開
と
優
れ
た
産
品
づ
く
り
、
人
材
育
成
や
ス

マ
ー
ト
農
林
水
産
業
の
推
進
を
施
策
の
柱
と
し
て

い
ま
す
。

②
稲
作
振
興
に
つ
い
て
は
、
晴
天
の
霹
靂
・
ま
っ

し
ぐ
ら
・
は
れ
わ
た
り
と
い
う
特
性
の
異
な
る
三

品
種
を
生
か
し
た
販
売
戦
略
を
展
開
し
、
整
備
基

盤
と
農
地
集
約
・
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
を
組
み
合

わ
せ
、
良
食
味
か
つ
低
コ
ス
ト
産
を
追
求
し
、
競

争
力
を
高
め
、
環
境
保
全
型
農
業
や
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証

等
に
よ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
米
の
生
産
を
促
し
て
い

き
、
生
産
者
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
稲
作
農
業

を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

④
今
年
の
高
水
温
に
よ
り
稚
貝
確
保
に
向
け
新
た

な
沖
合
海
域
へ
採
苗
器
を
投
入
す
る
経
費
支
援
に

つ
い
て
は
九
月
定
例
会
で
予
算
化
し
た
ほ
か
、
親

貝
の
確
保
や
金
融
面
で
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
は

明
日
の
補
正
予
算
に
追
加
提
案
し
ま
す
。
安
定
し

た
所
得
が
得
ら
れ
る
一
〇
〇
億
円
産
業
と
し
て
い

く
こ
と
で
希
望
溢
れ
る
持
続
可
能
な
ホ
タ
テ
貝
産

業
に
し
て
い
き
た
い
。

①
令
和
五
年
産
米
十
月
二
十
五
日
現
在
予
想
収
穫

量
は
十
ア
ー
ル
当
た
り
六
一
四
㎏
、
作
況
指
数
は

一
〇
二
「
や
や
良
」
の
見
込
、
品
質
は
、
一
等
米

比
率
は
六
十
八
・
九
％
と
昨
年
産
よ
り
二
十
三
・

三
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
の
も
、
生
産
者
の
手
取
り

額
が
大
き
く
減
少
す
る
三
等
米
以
下
は
二
％
未
満

　

計
画
に
込
め
た
知
事
の
思
い
と
計
画
推
進
に
向

け
た
知
事
の
決
意
。
次
期
基
本
計
画
に
お
い
て
、

知
事
が
特
に
力
を
い
れ
て
い
き
た
い
取
り
組
み
。

県
民
に
ど
ん
な
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
各
地
で
の
対
話
集
会
等
を
通

じ
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
県
民
の
皆
様
か
ら
不
安
や

悩
み
の
声
、
青
森
県
を
大
き
く
変
え
て
ほ
し
い
と

い
う
期
待
の
声
な
ど
、
様
々
な
声
に
耳
を
傾
て
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、基
本
理
念
と
し
て
「
Ａ
Ｘ（
ア

オ
モ
リ
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
〜
青

森
大
変
革
〜
」を
掲
げ
そ
の
た
め
の
基
盤
と
し
て
、

「
挑
戦
」「
対
話
」「
Ｄ
Ｘ
」
を
位
置
付
け
ま
し
た
。

私
は
、
県
民
の
皆
様
と
共
に
新
た
な
未
来
へ
と
踏

み
出
し
、
新
時
代
の
扉
を
開
い
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
二
〇
四
〇
年
に
は
、
県
人
口
が
一

〇
〇
万
人
を
下
回
り
、
老
年
人
口
率
が
四
十
％
を

超
え
る
な
ど
、
本
県
の
人
口
構
造
は
重
要
な
局
面

を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
本

県
の
目
指
す

姿
と
し
て
、

「
若
者
が
、
未

来
を
自
由
に

描
き
、
実
現

で
き
る
社
会
」

を
掲
げ
ま
し

た
。
実
現
に

向
け
、
最
も

重
要
と
な
る

の
が
県
民
の
所
得
向
上
で
す
。
本
計
画
に
基
づ
く

政
策
を
着
実
に
実
行
し
、
少
子
化
、
若
者
の
定
着
・

還
流
、
県
民
の
健
康
づ
く
り
な
ど
、
本
県
が
抱
え

る
課
題
の
解
決
を
目
指
し
、
新
た
な
時
代
を
切
り

拓
く
挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

①
物
価
高
騰
の
影
響
に
関
す
る
県
の
認
識
と
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
物
流
の
二
〇
二
四
年
問
題
へ
の
対
応
状
況
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。　
　
　
　

①
現
在
の
物
価
高
騰
に
つ
い
て
は
、
県
民
生
活
や

事
業
活
動
へ
の
影
響
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
県
で
は
「
子
育
て
世
帯
の
暮
ら
し

へ
の
支
援
」「
物
価
高
騰
に
対
応
可
能
な
事
業
構

造
へ
の
転
換
支
援
」「
市
町
村
が
行
う
物
価
高
騰

対
策
へ
の
支
援
」
の
三
つ
の
柱
か
ら
な
る
物
価
高

騰
対
策
を
取
り
ま
と
め
の
上
、
九
月
補
正
予
算
で

措
置
し
、
現
在
、
庁
内
関
係
部
局
及
び
市
町
村
に

お
い
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②
青
森
県
物
価
高
騰
緊
急
対
策
本
部
に
お
い
て

は
、
事
業
団
体
か
ら
「
県
内
物
流
事
業
者
等
の
業

務
効
率
化
の
取
り
組
み
支
援
」「
先
進
的
な
モ
デ

ル
事
例
の
創
出
支
援
」「
現
場
の
実
態
を
踏
ま
え

た
制
度
に
整
え
る
国
へ
の
要
望
」
と
い
っ
た
声
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
九
月
補
正
予
算
に
よ

り
、
パ
レ
ッ
ト
の
活
用
の
荷
役
時
間
の
短
縮
す
る

取
り
組
み
や
ト
ラ
ッ
ク
の
予
約
受
付
シ
ス
テ
ム
の

導
入
な
ど
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
国
に
対
し
て
提
案
・
要
望
す
べ
き

内
容
等
を
検
討
し
た
上
で
、
十
一
月
十
三
日
に
知

事
が
国
土
交
通
省
大
臣
や
厚
生
労
働
省
に
対
し

て
要
望
活
動
実
施
し
ま
し
た
。

①
力
強
い
農
林
水
産
業
の
実
現
に
向
け
た
今
後
の

施
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
稲
作
の
振
興
に
つ
い
て
、
令
和
五
年
産
米
の
収

量
と
品
質
。
今
後
の
稲
作
振
興
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

③
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
防
疫
対
策
に

つ
い
て
、
昨
年
度
の
本
県
に
お
け
る
発
生
を
踏
ま

え
、
ど
の
よ
う
な
防
疫
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
伺
い
た
い
。

④
ホ
タ
テ
貝
養
殖
業
の
振
興
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

⑤
サ
ケ
漁
業
の
振
興
に
つ
い
て
の
沿
岸
漁
獲
と
河

川
採
捕
の
状
況
、
サ
ケ
漁
業
の
漁
獲
安
定
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。　
　
　
　

問問

青
森
県
物
価
高
騰
緊
急
対
策
の

対
応
に
つ
い
て

答答

宮
下
知
事

商
工
労
働
部
長

答答

問問

本
県
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ

い
て

問問

青
森
県
基
本
計
画「
青
森
新
時
代
」

へ
の
架
け
橋
の
策
定
に
つ
い
て

答答

宮
下
知
事

農
林
水
産
部
長

答答

子どもと一緒に（学校田）子どもと一緒に（学校田）



年
九
月
に
は

「
奥
入
瀬
十

和
田
利
活
用

協
議
会
」
を

新
た
に
立
ち

上
げ
、
取
り

組
み
を
事
業

計
画
に
反
映

さ
せ
、
実
施

段
階
へ
と
移

行
し
て
い
く

こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

①
令
和
七
年
度
に
は
、
む
つ
南
バ
イ
パ
ス
の
全
線

及
び
横
浜
吹
越
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
「
道
の

駅
よ
こ
は
ま
」
ま
で
直
結
す
る
区
間
、
合
わ
せ
て

十
三
・
八
㎞
を
新
た
に
供
用
す
る
こ
と
で
供
用
率

が
約
六
十
一
％
に
到
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
県

議
会
や
地
元
市
町
村
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

①
統
合
新
病
院
の
整
備
に
つ
い
て
有
識
者
会
議
で

は
今
後
ど
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
の

か
伺
い
た
い
。

②
統
合
新
病
院
の
基
本
構
想
・
計
画
の
策
定
に
係

る
計
画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

③
十
一
月
か
ら
四
月
ま
で
に
重
点
対
策
期
間
に
設

定
し
、
農
場
へ
の
防
疫
対
策
の
指
導
強
化
と
発
生

時
の
迅
速
な
防
疫
体
制
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⑤
サ
ケ
の
沿
岸
漁
獲
尾
数
は
、
平
成
三
十
年
度
以

降
大
き
く
減
少
し
、
令
和
四
年
度
は
十
八
万
八
〇

〇
〇
尾
、
河
川
採
捕
尾
数
約
一
万
六
〇
〇
〇
尾
。

サ
ケ
資
源
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
ふ
化
場
に
対
し

て
、
低
密
度
の
飼
育
方
法
に
よ
り
大
型
の
稚
魚
を

そ
だ
て
る
こ
と
や
海
水
温
が
上
昇
す
る
前
に
適
期

放
流
す
る
な
ど
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携

し
て
指
導
し
て
い
ま
す
。
国
の
試
験
研
究
機
関
か

ら
技
術
的
助
言
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
他
道
県
と
も
連

携
し
て
漁
獲
安
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

本
県
を
訪
れ
る
観
光
客
は
増
加
傾
向
に
あ
る
と
考

え
る
が
宿
泊
数
の
現
状
及
び
県
の
観
光
振
興
を
図

る
た
め
の
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺

い
た
い
。

　

国
の
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
一
月
か

ら
八
月
ま
で
の
本
県
の
延
べ
宿
泊
数
は
約
二
八
七

万
七
〇
〇
〇
人
泊
。
令
和
元
年
の
同
期
比
で
約
九

十
五
％
。
前
年
同
期
比
約
一
一
五
％
。
回
復
率
は

全
国
十
四
位
東
北
一
位
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も

継
続
的
に
観
光
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
こ
と
や
旅
行
需
要

の
状
況
に
応
じ
て
市
町
村
や
観
光
関
係
者
と
連
携

し
適
時
対
応
し
て
き
た
こ
と
が
、
順
調
な
回
復
を

け
ん
引
し
た
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
産
業
は
裾
野
の

広
い
産
業
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
四
季
折
々
の
自

然
景
観
な
ど
地
域
資
源

を
生
か
し
た
観
光
推
進

を
図
る
こ
と
が
本
県
経

済
の
活
性
化
に
大
き
く

貢
献
す
る
も
の
と
認
識

し
、「
旅
行
需
要
の
平

準
化
」
を
目
指
し
、
本

県
観
光
を
確
立
し
て
い

き
た
い
。

①
大
間
・
函
館
航
路
の
維
持
に
向
け
た
対
応
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

②
蟹
田
・
脇
ノ
沢
航
路
の
新
船
建
造
に
向
け
た
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
地
域
住
民
の
避
難
航
路

の
役
割
を
有
す
る
、
下
北

地
域
の
振
興
に
重
要
な
航

路
で
す
。
令
和
六
年
度
以

降
の
航
路
維
持
に
向
け
て

は
、
十
一
月
六
日
に
下
北

五
市
町
村
で
構
成
す
る
下

北
総
合
開
発
期
成
同
盟
会

か
ら
、
十
一
月
二
十
日
に

は
大
間
原
発
三
ケ
町
村
協

議
会
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
県
に
対
し
て
の
財
政
支
援

の
要
望
が
あ
り
、
検
討
状
況
を
確
認
し
た
上
で
、

予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
必
要
な
対
応
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

②
昨
年
「
蟹
田
・
脇
野
沢
航
路
の
新
船
建
造
に
係

る
基
本
構
想
」
に
合
意
し
た
所
で
あ
り
、
今
後
、

令
和
八
年
度
の
新
船
就
航
に
向
け
て
、
必
要
な
取

り
組
み
を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
下
北
半
島
縦
貫
道
路
の
整
備
状
況
・
見
通
し
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

②
奥
入
瀬
・
十
和
田
湖
地
域
の
道
路
環
境
整
備
・

国
の
直
轄
権
限
代
行
で
進
め
ら
れ
て
い
る
国
道
一

〇
三
号
青
橅
山
バ
イ
パ
ス
の
整
備
状
況
の
県
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
全
長
約
七
十
㎞
の
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
り
、

二
十
八
・
七
㎞
が
共
用
済
み
で
あ
り
ま
す
。

②
ト
ン
ネ
ル
本
坑
工
事
に
先
立
ち
、
避
難
坑
工
事

が
国
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
月
時
点
で
約

九
割
の
掘
削
が
完
了
、
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

県
と
し
て
は
「
奥
入
瀬
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
実
現
に
向

け
、
自
然
環
境
の
調
査
及
び
記
録
作
業
の
継
続
、

体
験
ツ
ア
ー
の
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
今

問問

観
光
振
興
に
つ
い
て

観
光
国
際
戦
略
局
長

答答答答

宮
下
知
事

問問

航
路
の
維
持
に
つ
い
て

答答

宮
下
知
事

問問

本
県
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
に
つ
い
て

企
画
政
策
部
長

答答

県
土
整
備
部
長

答答

答答

宮
下
知
事

問問

県
立
中
央
病
院
と
青
森
市
民
病
院

の
統
合
新
病
院
整
備
に
つ
い
て

蟹田・脇野沢航路（むつ湾フェリー）蟹田・脇野沢航路（むつ湾フェリー）
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